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思考動詞の条件形「思うと」に関する A考察
j可 哀必
仁問題のありか
本稿でl土、 l:142動討の条件形 Ijtうど lが、本動ri"Htを失いつつ、いわ
ば桜絞助詞fじする場合につし aて考察する d
次のj!i~ J、2の「思うこ」こ、例3、fの iEうと」とを比較されたい〔
1 ;雪をハンデイだと思うと負ける カqt同の子』ムの合弓葉だ
(毎日新聞9/:0309・夕刊 1r青D
2) /.(;~)-(夫翌年はMひとつ疑っていないJ むしろ'Jrj牛によって泊了が被る
休々な~?十古につし hて心附してくれている J そんな一て人を1tk~ 、ていると
!Llろと心が痛んだっ (容疑者XUJ車l.:;，y)
3 もうもうと、 Ijむワの4うに(]，サ〉ぼニワをたてて、ノミスは日のま
えを通りすぎようとしたハと、そのまどから、思いがけぬ鋭が見え、あ
ら、あら，といったと思うと、パスは;l~りぬけたっ AújVtなのだI
L二 i悶の暖〉
4 )とつぜん、総念l主宰を民ft(/)トにふりあげたとLIうと、7l<.自I:I['Jって
ハソミ〆と'[fiJか投げつけた し憎の:干)
例 l、2の 思うと は、豆、与i日f却を去す本Ei)J討 思う lの条件形マあ
1)、例 lでは、 般的な仮;七条件を1，し、{埼2でl之、個別的な既定条件
文の出来事の成立を促すきっかiJ)を去している勺一方、初ti3、 tの 思
うと J t本動詞性がなくなサてし、る れている人この遠いは、例 I、
10 
2の場合には(多少意味が異なってくるがi、l思うと Jは l思ったとえこん J
に行いかえることカ=できるのに対して、 4H珂1、4の場合には、 「同へんぺ泊 Ji'-..
どたん J!:，土言えず、 いった正だんー ふりあげたとたん J1:言いかえら
れるようになる点から分かるc こご 1J'ら、 「と思うと」全体で桜島b助語化
していると考えられるのである、
1') c雪をハンデ fだと思うと負ける」が北田のナームの合口業だ J
→〈思ったとたんp
そんな 人を欺いてし aると毘ネヰ心力苦痛んだ〕
く患ったとたん〉
:l lめら、あり といったと思うと、パスi土走りぬけた乃
砂仏、ったとたん、
11 ì 請さ去~(土掌をL告の上lこふりあげたとitろと、ノ1，市iにI&jってハ、ゾシとM
か投げつけた〕
-くJ、りあげととf二ん〉
さらに、例:)、 4の場fTでl土、と思うと lをかと思うとご言
いかえることが可能になる
3〆) 「あら、あら t とし aったと忠与と、パスl主主りぬけたc
" <t"っとかと思うと〉
4 怒念は掌を比1のト lこど'h~L~~~誌;ヰ斗之主、水;自Hニ I:'j ってハッシと何
かず之げつけた
→どふりあげたかと思うと〉
本稿では、思考活動を衣す本動詞の粂1t形「思うと の場合と、核絞;りJ
i;ilj1とした場合では、仰が迫ってくるのかにつし、し考祭する，
思考動詞の条件形「思うと」に閲する一考祭 11 
2 先行研究
本稿が扱う形式のうち、接続助示l化した形式については、既に、北条
(1961)、森田・松本(1989)、グループ・ジャマシイ (1998) に記述され
ている。
北条(19日4) では、「かと思うとJ Cかと思ったらJ Cかと思えば」につ
いて、次のように述べられているロ
・前ftの事柄、行為が行われた直後に後件の事柄、行為が行われると
いう志昧で、扱う事例は表現主体の視覚、感覚でとらえられるもの
に限られる。
・具体的な状況説明を行い、前件と後件には、 CR青れるー降る、帰っ
てくる 外へ飛び出す」など対照的な意味をもっ請がくることが多
t，. '" 
森出.l'公~( (1989)では、|叶時性を表す形式として、 C(か)と思うとJC (か)
と思えばJ C(か)と思ったら」をあげ、対比を示す形式として、「かと思
うとJ Cかと思えば」をあげているじ同時性の場介については、次のよう
なHl~両がある。
“~するとすぐに"“~とほとんどI，'J時に"の意で前件と後件がほ
ぼ|司時に起こることを示す表現である。
・動詞の連休形や完了の助動詞「た」を受ける。
・話し手の主観(あくまでも話し手がとらえたに過ぎない“同時件") 
を前面に押L出す。(この点で、客観的な態民を員く「と同時に」
等とは異なる..)
対比を示す「かと忠うとJ Cかと忠、えば」については次の指摘がある「
・動詞の連体形や完了の助動詞「た」をうけ、 CAかと思うと BJの
形で、性質の大きく異なる 時には正反対の ABが時を隔てず立
12 
て続けに起こることを去すロ
グループ・ジャマシイ(1998)は、「かとおもえばJCとおもったらJ Cと
おもうと」を取り卜げ、それらの追いを次のように述べているコ
「かとおもえば」
・「 るかとおもえばJ C るかとおもうと」の形で、収状が話し手
の予想に反していることがらを表すじ
・子怨に反することがらが繰り返して牛じたり、現状が予惣に反して
いるということを衣す衣現なので、文末には辞書形をとるのが普通
である (Cかと思ったら」は用いられにくい。)
「とおもったら」
・「 たとおもったらJ C疑問詞 かとおもったら」の)1まで、話し手
が不思議に思ってii bIする様子を去し、後ろには意外な発見や驚き
をさそう{I¥来事がZ之されるn
「とおもうと」
・「 るかとおもうとJ C たとおもうと」の形で、 Jつの対比的な
ことがらがほとんど同時につづいて起こることを表す。
・「ーたとおもったらJ Cー たとおもえばJ Cー たかとおもったら」の
形ももちいられる。
.後ろには話し千の驚きやE
以上古か、ら、次の6つの形式聞の共通性と進いを精密に分析する必要があ
ることが分かるが、本稿では便宜的に C~ と思うと J C ~かと思うと」に
限定し、木動詞である場介とそうではなくなっている場介において、それ
ぞれの形式が接続する部分の構造的な遣いにii bIして分析を行いたい。
~と思うと ~と思ったら ~と思えば
~かと思うと ~かと思ったら ~かと思えば
以下、 C~と思うと」について分析した上で、 C~かと思うと」の場合に
思考動市jの鳥{<'t:JI:主l思う"，二叫する 考革手 13 
ついて述べ、[i↑fJ首の-J-t;m性とj主いについて指摘するつ
3. r_と思うとJ の場合
まず、4:動認の場合の特徴について述べ、 j芸品，¥:DJ日司化した場合にはどの
ような限ftが起こってくるかにつしもで記述 jるの
3. 1 本動詞の場合
思ろと が忠若活動を表す本野J説的場合lこは、 2つの特告設があるr
第 I に、4:~方読の条れ形であるので、「思うと」 思っているI::c 思わ
ないと」思いますと」のよ弓に語形変化をする j当該部分にはう定線を 、， 
5} C大は開けて見せろというのだろうと思っていると、係官は突然、
「オミヤゲは 'r と、日本語で拾jいた(シベリア鉄道殺人事f'!')
6 }全)Jで投げることだけを考えた己的しいが、むたれてもともとと思
わなし hとJ2げられないI l毎IiJ¥i'筒臼70t11臼 中')1刊スポーツ面〉
7 i少しでもお役にすてれば幸いて?すハ不安な!tlv￥で1品、二されていると
皐己主之主、とても絢が痛みますG ('rlJd::l新開041102・税TIJ総合五日
第 2こ、 jt苔内容を去す11lコ節lこは、 lした l するしている J1--'-だ
ろう ~のだ 「しなければならなし勺 rIない」 なテンス、ア
スベクト、モダリティー、 f石.itf:(1)述誌が税れうる勺また、例1、1;)のよう
に、形7千五司や名前述誌も IJ徒である i当該部分に支みまを絡す}"
8) rノ'reも、主主子のずが私(1)肩に触れている 4うなう式がLます勺 :H:ゃ
に7ぬw、階段すら、必了の手や足が触れたと思うと、いとおしくて扶
!rてきます」 (毎日新lif1010821・夕刊社会面〉
9 i風語、つめたかった， ，討もなく冬が米品、と思うと、也、制|防、ったc
jj 
(冬の派)
10) この子でよ末。〕点王を作っていると忠うととてもりケワクし、ヲE'丈し
た一時』ごした、 (1司H新聞り日り904・朝日j解説1ヨ1)
IIIいま頃ごれと始ど同じ弁当をデラ安も食べているのだろうと忠うと
なんだかおかしな気分だった j (民全時代、
12) しかし、夫に言われるまでもなく、 liWJを少年院に淫らなければな
らない、と思うと、気持が沈んできた〈 (冬7〉bt〉
13) このままマは点、が取れない(:}~í，うと、余絡がなくなった、
作J日新開060813.相j:Jスポーツi'il)
1'1) c'I"γの7十が 詐つらかったですよ〔だんだん友達から遊びの誘い
がかからなくなって。右、は回りの人4り友達が少なかったと思うと1:
しかった」ι (毎日新関山0()12 ・ス;t;~ツ出〉
1 !'))ここに集まった村l~(，土、お附 rj?fーになった人たちのチ孫なのだと思う
とj惑訟の気持ιがわいてくる「 (1ヮH新聞リ6]]2:1・朝刊家1ft出)
3調 2 接続助詞化した場合
h、C_とJF、うと」が接続助副{とすると、「思っていると思わないと」
のkうな形Jえはあけえず、 }tl 弓と l だけ lニ扇形が同定される〔本初~~IÛ の
場合には「思うと」が従ぷi丈の述請であるが、 f五trJt:効 ~nJ化した場合には、 C_
と思う井戸が按絞した述百台が従尚文の述語となる p
また、従属えのj主誌は、基本的に動詞の完成相過去lf5の C;た に限定
5れが、主丈の述諸も完成初になって、 2つのH-J米1f河の時間間隔のない
緋起牲をさミョト以十の知jはすべて IしたとたんJi二百いかえる」ニとができ
ちぞっ、0， 
，~ 
16) r今、助ける守 II /と、決~j，~ふたよ亙之よシドア l二体勺たりして...-);
15 
(秘古室に::I:N占なし}
考革手思考動市jの鳥{<'t:JI:主l思う"，二叫する
?
?
??
???
? ? ?
??
?
??
??? ??? ?? ゃっ
そうっとあなの ~-fJ の足をうごかし、
くつのボタンをはずし右のよ己く
そのまままた;j.:;;，.~:(/"弘主￡:EJ心え二三本d
(ー!周の臨)
こわいもσ〉にさわるようなようすで、
びにふれたと思うと、
ワソと~J):へ間突然、件以Jの陰から、 ~ifかカ立、とえ止大~-.x.ゐ点、.:;，よと」よー、
長に花折、 1〉喪主主主コエ主主 J
r~かと思うと」の場合4 
そろではない場合思うとーが本動討の条件形の場合と、.: 0)場合も、
がある 次の1709、2むとfJU21、22を比絞されたいu
あ
どうも
l甘 IlJji主と傷害の罪名で、ぼくもすっかり驚いてしまったん
ふ主主主仏式化、~~~7rLÇ~-ti:~民主ゑμ戎立LEL主之立、
??、がiIi:く ζ (J誌付時)
さぶちゃんからそれをうちあげられて
冶¥
Aミj
20) 
????? 〈 、?? ?
?
?????????、??、 ? ? 」?? 、 ? ?
??
」
?
??
?????? 、
?? 尚子を大きくひういったかと思うと
(J副守l時ろげて貞行にしがみついたr
22)Iこんな7を慌から開いてるベットショッブ治宝あるかJ:J /'，庁 1~ミから l工
、化沢の戸が被さってき
(凍える号一〉>. 1.:' :; 
例1目、 20の「思号と はHt詞であり、例21、22でl土、 r~.かと思うと J
全体が持続助珂fむしているυ
木政市jの湯 {t:二;土、 i皮~:Jr! -Cj;~ したように、思与内容を去す引 lじ節 l正、疑
iβ 
同文 (1あんなやさしい子がとう Lてそんなことをしたのか あんたがど
んな気持ちでいるか yである J
あるいは、 ~7\のとうに、引m主iI土、自主 Lf.u)予想 るかその後も
この尚子でit.tむかJ Cヰ協な家庭が始まるかJ) 伊奈し、 それに反する民苅
が主主ご促:rJ、される簿j去になる、後述するように、本動員2jにおけるこのよ
うな I話し二子び)予想に反する出米，~トの展開 J という尽法:立、「宮、うと lが
J十L劾 ~IÛ七!を 1:; つでも保持されてし a くのではないかと刀、われる，"ftLo場
合であれ、 戸培、または r-，'~のかけは、引 l↓i節内山文コヒのくっつき亡
あるv
2:-0しかしなかなか治娠しない。いったん読ができ亡、低ふ占汁:11うと、……ー
日斗0)鼠jJ，鴇~~免対J弘之免~U二三ゑ~， i検家の人々)
2/1 iこんなふうに、小前は「浮気な女房 綬JT!えられザ二主・若い問見」の
トリオを!漠申にするフア、プリオー (フランスノト話)風のドタパタ会議i
から幕をあげるが、 iE22ii辺2適正二三誕主ι左京，旦之よと、生三主主主
たけから、いささか採品iを異にした展闘を見せはじめるr
( 1ヮH新聞0::l011リ・朝刊読書出)
25、やがてた佐はナチスに対する音、見の十1;車なとから婚約有ユルザと別
fL、マリアと結総当強~~j主主Jヨ立主先立法忍之よじ11之可3丈ごえよ
JJEML「よ組組制辺三二批蹴"i-y/
C'nr H新開on0819.夕刊芸能1対)
「思うと」白体Jよ本副~ ~I-ilであるため\忠、っていると のようなアスベク
;-， -]時;.t:¥;も勺然可能であるハ
2時、浅見主主主勺えよ之ζ三五社.1J;..ミAこと皇丘三とえよし本:よiおま
さんの助手のゐ保有里いいます lと勝手にけ己明介した仁
思考動市jの鳥{<'t:JI:主l思う"，二叫する 考革手 17 
(治基土j怨}
y円、
dノ 的ほ展開をするので、え主兵~おとJ公式j三旦之エとええ、最後
二一世に会するの。十会Lいほどよくじきた防止!南i: (1: ，1~í，います l
けな日新開990611 ‘タ i リュ~Ujgr可íJ
方、 fi，21、22では、 lへかど jt う!:ノ;~f4'が接~~-{(Jt)rri<<H t: ~_でいて、 2 
つの出来事慌のu，¥間間隔のない継必性を示しているため、次の4うに弓し邑
かえることカ?むきる〔
21') 女の子はそういったかと思うと、]ili'予をλさくひろげて貞行lこし
がみついた
→ 
22' )背後からばたばととしと足音がJヰjjtゐてきたかと患うと、滝沢の
声が被さってきたハ
b どよ別、Iいて;ミた主主ム〉
{~って、 )IJWJ21 、 22 u)場合l:l土、 r-_"V と jt うと l に百いかえることがで
さるU
21 ぺ主的チ[土主点，よ三ι主;主主，I~~，)よ 1m;千を大きくひろげで貞行;:L
がみつ0"た。
→ノ
22") 1~1去からばたば7どとした足すさ付 i毛沢の
7告が被さってきた i
→く近づし、できたと思うとノ
このように、本動誌の場介とは違って、持続助長TI化しむ場fT;こは、
と思うと l シ かと思うこ lの百いかえが可能になるロ
18 
2つの，'1'，米'li升jの時間間隔J:AL:土、従属支の述;Eが した l であって、
のない車問起't!1をよーす場合であっとが、;欠のよ与に、従属文の述消が弱者続桔
過去~きの「し ζ いた し亡しミる lである場合には、 r-__，__治、左目、うど lを「一
この場合、法線で示したように対比約なには弓 v、かえにくし」と思うと一
主主に一急;こ rとうとう r不ruこ r突然」めよ2つの出来事を主主L、
うなけi詞を伴うのが特徴的である口
手7日まで、;主主主はひと弓も口をひらかなかった、以ょ立3tをか
てと治之主恩えよ、ま:必死担長、支
(慌の
2お
ム臭事工?t::J.ム!~
2日) 1まだあるんですよ c 百六年、 14津チ[土貞チを連れて/r立郷lこ炭るん
まるで別人のようにやつれ、従兄必がf司を開いても字与えよう
ともにフ、
、とうとエ
仲/いした」
ですが、
:lO)酬の断は昨Hとあまり変らないη3そふた以と:ゑ:引をしの人
民え完エエls:titゑ伝広三三と';.;主LE之えが&s
また前かがみになったりして溺 f狩のあ景を忠わせたο
(H~ し t 叶j)
31!拐、夢から3めて「ああ、夢Yよかったー と心底思弓ことがある
?
??? ??
???
?
、
?
?
?
?????
? ?
??
??、〉」ー? ?????? ??? ??? ??っ?
(1it u 新聞古10915 タ;'IJ総合同)
jよj、上の例を考祭寸ると、{差出丈が主主す iT来事の継続'i"Eが突然断ち切られ
それに対 )'iする岩外な出来事が成立するといった主体的効果があるとて、
思考動 ~~J(j)長"↓1陪「思うし l に叫する ず出-:.'-" 19 
思われる「従属文が衣している出米当l土、例どのような本部J討のj晶子?と
よ宅って、訴し子の予:切ではなく、現実の/i来事であるが、 ，-~外な!I'，.*;P:の
成立を主文が表す点では、本動;iríj における 1司法を fA~ねしているども1われるつ
本政~Id(J)}具合 i尽どI'J容をi、す)
32) 第一之巻あたりから、いきさ
かも;相を災にした民間をよ-l!.せはじめる p (告iU2-1再掲J
tを続助羽化した場合 l王Ii実の継続的なハ来事を表す)
33} 人いびきをかいて苦Lそうに胴椴をたら Lていたかと民ろと、それ
が設、にとまって J民をしなかったり Lた 例22jIfJ号
5舗 「した (か) と思うとJ と「したとたんJの比較対照
本政刊の湯合 ζ接~WèJjJJ羽化した，t合的違いをノj、す指標として、 l とたん l
を従ってきたが、当然、 した(か) と思うと ル」 したとたん はいjヒ
志時ではない両呂志ミヨいかえられやすしJ勢合とそうマはないマ非合詰ミある J
言しゅミえやすいのは、 kh研究でも指抗されていむように、話し手 i小
説のえhの丈で l土、作 ~-fJ 人物あるい C;íロ~p) 子)が主目覚しと只体的なfH米1fを
teす場合であるr
芯'1) I ク 4 ピ )I~ (j)波か'-~-ふ必Lよ忍之よと、 J;t~(j)磁のような大魚が姿を見せ
士l (mH新閉山l002• $G:FIJ総合ITti)
b 丈立ったとたん〉
~15) 続人は布{耳みを腎マ f;:;すりあげ、長山主主主J2i.l，-) ;~発作を起したよ
うにt古さだしたι ("t:~~ し、叶J)
今 <1'jto、ととたん〉
f;とって、次のような場合には、 Iしたとたん Ii幻古川できるが、「した(か]
;sj 
と思うと I土使)IJできないr
'1)物や人の
:16) これまご、花粉が昇l;付いた正だん、水分で浴け、中の抗原にιえ;Jl:、
Lて列二Jたが出ると忠われていた} げlJ:[] #Jl問911026・社会i'il)
371女は出家Ltことたん、 きっと心のよが品くなるんです{
(新源LZ生命;百)
l主従属文;と主主いすれかの主体が l人判、の場合
:対)ある時、彼と官、は研究 lの:i&を Lていたのだが、私が何かを言った
とたん、彼はウーンとうなって指を唇にあてがっとまま、突然私のMf
究煮をIf¥て行ってしまったη {若き数学者ーのアメリカ)
3甘) c会J:!jの雰同気はとても来しかったv でも、弔火がついたとたん、
ilわずポロリと波がこ:主才L 小谷さんが振り返った、
i毎 1新岡山{泊27・社会面)
主体が3人称であっても、 FLいH¥すJ I気づく 4 じる」の4うに
内的決動を去す動詞で、話し手が主目覚できなし.j詰介。
-10) 「き ょ こちゃbλ」呼びかけととたん、 くるみは小佼子ちゃん
ちのうわさを思いIf¥していた口…………山 C'nr H新開。1071:1.朝刊特集1ヨ1)
41)そこに{十んでいるのが浅はではなく、 ki手皐 fの亡主主ではと気がつ
いたとたん、有旦は照が禄乱した p (管単一幻初、
J;J. 1から、「した(か)と思うと」は、先行研究でお輸されているように、
ミ写1iJH品写白とはなく、話一L1ーの土日d誌を返した 2つの出来事情。)f;-了間関i痛めな
L 、継起 I'~ を Jとすと考えられる c キ;動認である「忠与と J は思考活動をぷす
のどが、 その諮全ri!J迂昧を主日r.f: i丹製~.、と 般化しつつ、持続均百i"D1ヒが進行
していっていると与えられるのである仁木動剖「患う の高素的立政1;薄
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れつつも保持されていて、話し手のT観を通した時間間隔のない継起性を
衣すことが重安であろう。
6.まとめ
+稲では、+動詞として使われる「思うと」の場合と、長続助調イじした
C~ と思うと J C ~かと思うと」をとりあげ、まず、木動詞の場介と接続
助副化した場合の違い、そ L て、 C~ と思うと」と C~かと思うと」の共
通点と相違点を確認したc まとめると次のようになる「
C~と思うと」における「思うと」が本動詞の場合、(む語禁的志l朱とし
て思考活動を表L、{吉「思っているとJ C思わないと」のように形態論的
に話)1手変化をするコそして、ゴl思考活動の内谷を表す引用節には、様々な
テンス、アスペクト、モダリティー、極性の述JEが現れうる。
一方、接続助副化した C~ と思うと」は、 C思うと」だけに形が同定
され、接続する従属文の述請は某本的に「した」に|浪られる。そして、
③「思う」はもはや思考活動を表さず、話し千(小説のj血の文では作巾人
物あるいは語り手)の知覚活動へと 般化されつつ、時間間隔のない継起
的な 2つのI中I米事を話し手が知覚したことを明がするようになるc
C~かと思うと」の場合でも、本助副である場合には、日告義的意味と
して思考活動を表し、 C思っていると」のように形態論的に語形変化を
する。そして、 3思考活動の内存を表す引用節には、話し予の疑問や予想
内科が提示され、 C~か」は引用節の止>1<のくっつきであるじ
h、接続助詞化した C~かと思うと」は、(仁「思うと」だけに月三が回
定され、③接続する従属文の述請は基本的に「したJCしていた(している )J
に限られる。③ C~か」は従属文の文末のくっつきではない。
「した」の場合には、 C~ と思うと」に言し、かえが可能である。 方、「し
ていた (Lている)Jの場合には、従属止;が表す出来事の継続性が突然断
52 
む切られ丈一意外な出来事が戒すするという、対比的な 2つのfH米山が淀川
されるため、と思うと に汗いかえにくい/
アスペクト的l;見で、完成作{である場合には、 Bo.J 問問;国のない継足~t十を
表すことになる v 一方、 k~t絞栴の場合には、出来事の継続性を切断する忘
外な出来事の成立を表すことになるp とちらにおいても、「思う」の諮全
的意味は保持されていて、話し二子 i作中人物ゃ;百 :J二子)の主主Eを通した、
時間滞慌のない継起牲であり、対比性であることが霊安である
今後(士、文科、;rも若厳しつつ、 、ど思えU:'-， I -~.!:思ったら J について
考祭を進的ていきたいぺあわせて、なぜ C~ と思うならJC~ と恩りたなら」
の場合には、この。五ろなJj↓象が竺じないかについても、 1 夕、し h~，ーョ J 
〉主
.1 )似J を引「る慌には、 1珂 ~d邑のM~ili.内にその m典をリ]ノ'J';-9 るが。 新聞からJI:;(
民L-t首相to場fTには、そのH付&ぴ紙面iを明示するυ また、文学作品から収
集した刊の一場合、江よとのじ!{1-了内所オスラソツヱ;/ Jで小す
ソする」の苛去の仰が昆られたが、これらり刈は「した のjfに円いかえるこ
とカミできる
・リゾ]， :;.報告書よねらみんなの耳目式集めと l 弔ノ井パヲノ~-}事件 Jが起
ると思うと、 ;'1木1"，¥Jミ火〆とを起L、〆品、 Hこ舵較した将はそこに釘われてい
たライオンの時Lぇ狂う戸にいっそうnをつぶしつつ、飛来し た佐'十般から
~!t rされたロ v フ可がって扶助された (捻誕の入ル}
3)l し1いた のf刊が新宥から収集したな古に少数だが;1られたハとす〉らも、
反11"';なi-U米事を去している 1
-見口、る〉、乙¥-.:かく 4く動く 掃枕般をかけ、比
アイロンをかける台明にベランダのi:r，に水浄やるc
(4;rH$i間り40914 夕刊総イγ由)
・元JiJJ句、その軒先:こソノ、メが込を作り 先戸のぞいてみる〉ヒすが数*1
かえうていました~親ソ y、メはヒナキ t~ 元ていたと Ail うと、 Eサゃくわ点
て史ては守えていま"i- (11)-日祈同970i87 軒liJ社会面)
思考動詞の条件形「思うと」に閲する一考祭 53 
用例出典
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SUMMARY 
屯Descrip1ive孔nalysisof aじondHionalForm of Thinking Verb“οmou-bο" 
JaePhil HA 
“omou-to"， which is a conditional form of thinking verb，“omou"， has 
two usages. One is to use as a main verb and another is to use as a 
conjunctive partic1e 
In凶 seof usin耳asa main verb， the verb“omou" itself can inf1ect 
and the predicate in the quotation c1ause attached to it凶 nhave gramma-
tical forms according to tense， aspect， mood， polarity， and modality 
However， once it comes to use as a conjunctive partic1e，“to-omou-to"， or 
“ka-to-omou-toぺ“omou"does not inf1ect and there are also constraints on 
廿lepredicate in the subordinate c1ause where they attached to 
On the usage of the conjunctive particle， there are two main prop 
erties according to the form of the subordinate clause. When the form is 
“shita"(perfective past form) ， the event represented by the clause with 
“to-omou-to" or“ka-to-omou-to" is sequential vvith the event represented 
by the folovYwg c1ause. Meanwhile， when the form is“siteita" or“siteiru" 
(progressive past form)， the events are contrastive， and the form of 
conjunctive particle can be only “ka-to-omou-to". Howe、Ter，both keep its 
original lexical meaning though it has bleached to some extent， and both 
present relation between events through the subjectivity 
キーワード.思考動討の条件形，本動詞，接続助刻化，話し手。)1'.制
